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⾃⼰紹介
畑⼭ 満則（京都⼤学 防災研究所 社会防災研究部⾨ 准教授）
略 歴
平成6年 ⼤阪⼤学⼤学院修⼠前期課程修了（制御⼯学）
平成6年〜平成8年 （株）⽇⽴システムテクノロジー
⽇⽴中央研究所にて次世代型地理情報システムの開発と防災応⽤研究

平成7年 阪神・淡路⼤震災
神⼾市⻑⽥区役所でのGISを⽤いた倒壊家屋解体撤去受付⽀援活動に参加

平成12年〜 京都⼤学防災研究所
平成16年より測量学，平成17年より空間情報学を担当

研究内容
時空間地理情報システムの開発
→時空間GIS︓DiMSISの開発，時空間データフォーマットの開発，

ISO/TC203/WG3（ITS関連DB）
GISを⽤いた災害対応システムの研究
→市町村レベルの災害対応システムの開発と社会実装，
災害直後から計測技術の開発

GISをベースとする災害時の避難シミュレーションシステムの開発
地域防災活動への情報システムの導⼊



Aerial robot (UAV)
(Air)

災害情報収集システムの開発

RTK-GPS, Gyro-compass,
Video, Digital Camera
Omnidirectional Vision ,
Laser Range Finder

GPS, 
Gyro-compass,
Video Camera,
Digital Camera.. Mobile Mapping System

(On Road)

計測実験の様⼦（2006年⼭古志村）

早稲⽥⼤学、京都⼤学、東京⼤学、
三菱電機での共同研究



京都未来交通イノベーション研究機構
歩⾏者投票型歩⾏環境情報収集機構の実⽤化検討
（「京都リアルいいね」プロジェクト）

⾰新的イノベーション創出プログラム（Center Of Innovation STREAM）
「活⼒ある⽣涯のためのLast 5X イノベーション」
グループ２ 安⼼⽣活センサーネットワーク
ロボット最適制御に基づく移動⽀援

戦略的情報通信研究開発推進事業（SCOPE）
重点領域型研究開発（先進的通信アプリケーション開発型）
スマートフォンアプリケーションによる
斜⾯崩壊検出センサネットワーク構築技術の研究開発

本⽇の構成
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アシストカート（RT.WORKS）

http://www.rtworks.co.jp/



歩⾏環境
データベース

社会実装の姿・・・（現状案）

カートの
⼀般利⽤者
カートの
⼀般利⽤者

計測データを
提供してくれる
⼀般利⽤者

計測データを
提供してくれる
⼀般利⽤者

電動カート
歩⾏環境測定

者
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者
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者
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データ⼊⼒
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データ⼊⼒

歩⾏ナビ
サービス

他の
歩⾏ナビ
サービス

⼿動カート⼿動カート

スマホや
センサユニット
スマホや

センサユニット

防災情報
ハザード
マップ
（⾏政）

利⽤者の
関係者
利⽤者の
関係者

利⽤者個⼈
の

医療・健康
情報

（⾏政）

道路⾏政や
警察
への

情報展開
（⾏政）

事業D事業D

事業C事業C

⼀般利⽤者⼀般利⽤者

RT-1RT-1

RT-ART-A

事業C事業C

船井電機 政⽊⽒作成



ストレスストレス

もっと出掛けたくなる 歩⾏ナビゲーションサービスの実現

歩⾏時のストレスを軽減するため
の経路推薦システム
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混雑し混雑している
ストレスだな

階段あり階段あり

急な登り坂急な登り坂

⼀⼈じゃ⼀⼈じゃ
寂しいな この道が空いてい

て良さそう

友達⼆⼈で
歩いたら楽しいよ

疲れないよ

課題１︓ストレス予測による経路推薦
課題２︓歩⾏者合流問題

群衆時空間⽣体情報データ解析

京都⼤学情報学研究科
吉川研究室より提供



実験概要
• GPS＆⼼拍センサー︓POLAR社 RS800CX

– ⼼拍数HR
– ⼼拍間隔RRI
– 速度
– 標⾼
– 緯度・経度

• 実験中の様⼦
歩⾏⼈数1⼈＠今出川通1 歩⾏⼈数2⼈＠鴨川沿いの道

京都⼤学情報学研究科
吉川研究室より提供



リアルいいね︕をソーシャルネットで共有



特殊なアシストカート
精度は⾼いが，集まるデータは少ない

精度は劣るが，⼤量にデータが集まる構造が必要

歩⾏環境情報をソーシャルネットで利⽤する

簡易なセンサを歩⾏⾞やそれに類するものにつけて計測

ナビゲーションへの展開



①②
③

④

⑤

WiFi

バッテリー

シルバーカートによる歩⾏空間環境計測
シルバーカート︓
スマートフォン

SenserLog ①Sony コンパクト
ビデオ ②LG Optimus
Bumprecorder ③Sony

PC ④Win Surface
LRF ⑤北洋電機



スマートフォンアプリケーション
バンプレコーダー社と共同開発中

Bump Recorder Web︓電⼦国⼟賞2014受賞
http://www.gsi.go.jp/common/000097526.pdf
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⼟砂災害からの避難

避難勧告を出すのがとても難しい災害
市の判断で発表するが、発令のタイミングを
逃してしまう場合も多い（伊⾖⼤島、広島の事例）

せめて崩れが起きた時には
避難勧告・避難指⽰を
出せるようにしたい



中古のスマートフォンを加速度や⽅向，GPSの情報を
観測する汎⽤的なセンサとして使う

IoT: Internet of Things
M2M: Machine to Machine

提案しているシステム（京⼤防災研，NAIST，ATR）

M2M Type Autonomous Wireless 
Communication Sensor Network

Ad hoc
Network

M2M/IoT
Technology

Big Data
Analysis

センサーによる
移動検知

Autonomous Routing with 
evaluation of link comm. status

Hand data from 
machine to machine

SmartphoneID
+

Sensor info.

Internet



準天頂衛星システムへの期待

GPS補完
都市域でのGPS測位の安定性

GPS補強
精度を上げることでこれまでできなかったサービスが可能に
現状では単独測位では値がぶれすぎで使えない

メッセージ機能
災害時の安否確認や避難誘導等へのブレイクスルー




